
JP 2006-114118 A5 2007.1.25

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ６ 部 門 第 ４ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 19年 1月 25日 (2007.1.25)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2006-114118(P2006-114118A)
【 公 開 日 】 平 成 18年 4月 27日 (2006.4.27)
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2006-017
【 出 願 番 号 】 特 願 2004-300298(P2004-300298)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｇ １ １ ＢＧ １ １ ＢＧ １ １ ＢＧ １ １ ＢＧ １ １ ＢＧ １ １ ＢＧ １ １ ＢＧ １ １ Ｂ   23/00     (2006.01)  23/00     (2006.01)  23/00     (2006.01)  23/00     (2006.01)  23/00     (2006.01)  23/00     (2006.01)  23/00     (2006.01)  23/00     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｇ １ １ Ｂ   23/00          Ｂ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 12月 1日 (2006.12.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 の 中 央 孔 か ら 先 端 面 が 突 出 し て 嵌 入 す る 保 持 部 と 、 デ ィ ス ク 状 記 録
媒 体 の 側 面 を 覆 う 側 壁 部 と を 備 え 、 該 側 壁 部 に お け る デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 と の 対 向 面 の 裏
側 の 外 面 中 央 部 及 び 上 記 保 持 部 の 先 端 面 を 強 磁 性 体 物 品 に 磁 気 吸 着 力 に よ り 取 り 付 け る デ
ィ ス ク 状 記 録 媒 体 保 持 具 に お い て 、 上 記 磁 気 吸 着 力 は 上 記 保 持 部 内 に 装 着 さ れ た 磁 石 部 材
に よ っ て 確 保 す る こ と を 特 徴 と す る デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 保 持 具
【 請 求 項 ２ 】
　

【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 保 持 部 は 、 上 記 の 略 中 央 部 に 上 記 磁 石 部 材 の
外 周 を 覆 っ た 状 態 で 立 設 す る へ 取 り 付 け ら れ る 蓋 部 材 で 構 成 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る に 記 載 の デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 保 持 部 は 、 上 記 側 壁 部 を 形 成 す る 側 壁 部 材 の 中 央 部 を 突 出 さ せ て 一 体 的 に 設 け ら れ
、 該 保 持 部 内 面 に 形 成 さ れ た 磁 石 部 材 収 納 部 の 開 放 面 に は 蓋 部 材 が 取 り 付 け ら れ る こ と を
特 徴 と す る に 記 載 の デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 保 持 具
【 請 求 項 ５ 】
　 デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 の 中 央 孔 か ら 先 端 面 が 突 出 し て 嵌 入 す る 保 持 部 と 、 デ ィ ス ク 状 記 録
媒 体 の 側 面 を 覆 う 側 壁 部 と を 備 え 、 該 側 壁 部 に お け る デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 と の 対 向 面 の 裏
側 の 外 面 中 央 部 及 び 上 記 保 持 部 の 先 端 面 を 強 磁 性 体 物 品 に 磁 気 吸 着 力 に よ り 取 り 付 け る デ
ィ ス ク 状 記 録 媒 体 保 持 具 、 上 記 磁 気 吸 着 力

こ と を 特 徴 と す る デ ィ ス ク
状 記 録 媒 体 保 持 具
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 保 持 部 の 外 周 部 に は 少 な く と も 一 つ の 弾 性 舌 片 が 形 成 さ れ 、 該 弾 性 舌 片 に デ ィ ス ク
状 記 録 媒 体 の 中 央 孔 を 着 脱 自 在 に 取 り 付 け 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 保 持 具

上 記 保 持 部 内 に 装 着 さ れ る 磁 石 部 材 は 、 デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 の 側 面 を 覆 う 側 壁 部 材 と そ
の 中 央 部 に 取 り 付 け ら れ る 蓋 部 材 と の 間 に 形 成 さ れ る 磁 石 部 材 収 納 部 に 収 納 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 保 持 具

側 壁 部 材 磁 石 部 材 収 納 部 を 形 成 す べ く
蓋 部 材 取 り 付 け 壁

請 求 項 ２

請 求 項 ２

で あ っ て を 生 じ せ し め る 磁 石 部 材 を 、 そ の 表 面
を 覆 う こ と な く 側 壁 部 材 に 接 着 に て 取 り 付 け る よ う に 形 成 し た

ま た は ２



【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 弾 性 舌 片 は 、

デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 保 持 具
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 弾 性 舌 片 は 蓋 部 材 の 周 囲 か ら 窪 ま せ て 設 け ら れ た 舌 片 収 納 部 内
に 位 置 す る よ う に 、 側 壁 部 材 か ら 突 出 さ せ て 形 成 こ と を 特 徴 と す る
に 記 載 の デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 保 持 具
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 弾 性 舌 片 は 側 壁 部 材 の 保 持 部 周
囲 か ら 窪 ま せ て 設 け ら れ た 舌 片 収 納 部 内 へ 、 そ の 上 部 に 形 成 さ れ た 舌 片 貫 通 用 穴 を 貫 通 し
て 位 置 す る よ う に 、 蓋 部 材 の 下 面 か ら 突 出 さ せ て 形 成 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記
載 の デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 保 持 具
【 請 求 項 １ ０ 】
　 上 記 磁 石 部 材 は 、 磁 石 単 独 或 は 強 磁 性 体 製 の ヨ ー ク 部 材 を 備 え た 磁 石 か ら な る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 保 持 具
【 請 求 項 １ １ 】
　 デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 の 中 央 孔 か ら 先 端 面 が 突 出 し て 嵌 入 す る 保 持 部 と 、 デ ィ ス ク 状 記 録
媒 体 の 側 面 を 覆 う 側 壁 部 と を 備 え 、 該 側 壁 部 に お け る デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 と の 対 向 面 の 裏
側 の 外 面 中 央 部 及 び 上 記 保 持 部 の 先 端 面 を 強 磁 性 体 物 品 に 磁 気 吸 着 力 に よ り 取 り 付 け る デ
ィ ス ク 状 記 録 媒 体 保 持 具 に お い て 、 上 記 側 壁 部 の 外 周 に は 少 な く と も 一 箇 所 の 指 掛 け 用 切
り 欠 き 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 保 持 具
【 請 求 項 １ ２ 】
　 上 記 指 掛 け 用 切 り 欠 き 部 は 、 上 記 請 求 項 １ ～ １ ０ に お け る 側 壁 部 の 外 周 に 設 け ら れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 保 持 具
　
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 の 中 央 孔 か ら 先 端 面 が 突 出 し て 嵌 入 す る 保 持 部 と 、 デ ィ
ス ク 状 記 録 媒 体 の 側 面 を 覆 う 側 壁 部 と を 備 え 、 側 壁 部 に お け る デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 と の 対
向 面 の 裏 側 の 外 面 中 央 部 及 び 保 持 部 の 先 端 面 を 強 磁 性 体 物 品 に 磁 気 吸 着 力 に よ り 取 り 付 け
る デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 保 持 具 に お い て 、 磁 気 吸 着 力 は 保 持 部 内 に 装 着 さ れ た 磁 石 部 材 に よ
っ て 確 保 す る デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 保 持 具 と す る こ と で 実 現 で き る 。
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 磁 石 が デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 保 持 具 内 に 収 容 さ れ る た め に 小 型 化 し 、
生 産 コ ス ト を 減 少 さ せ る こ と が で き る と 共 に 、 デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 保 持 具 自 体 を 自 由 な 形
状 に デ ザ イ ン す る こ と が で き る 利 点 が あ る 。
　 な お 、

　
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
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保 持 部 を 形 成 す る 蓋 部 材 に お け る 周 囲 を 窪 ま せ て 形 成 し た 舌 片 収 納 部
の 下 端 か ら 、 断 面 が 略 Ｌ 字 状 に 空 間 部 分 を 介 在 さ せ て 一 体 的 に 立 ち 上 げ て 形 成 し た こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の

、 保 持 部 を 形 成 す る
一 体 的 に し た 請 求 項 ６

、 中 央 部 を 突 出 さ せ て 一 体 的 に 設 け ら れ た に お け る

し た

保 持 部 内 に 装 着 さ れ る 磁 石 部 材 は 、 デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 の 側 面 を 覆 う 側 壁 部 材 と
そ の 中 央 部 に 取 り 付 け ら れ る 蓋 部 材 と の 間 に 形 成 さ れ る 磁 石 部 材 収 納 部 に 収 納 さ れ る よ う
に す れ ば よ い 。



　 具 体 的 に は 、 保 持 部 は 、 の 略 中 央 部 に 磁 石 部
材 の 外 周 を 覆 っ た 状 態 で 立 設 す る へ 取 り 付 け ら れ る 蓋 部 材 で 構 成 す る こ
と で 実 施 す る こ と が で き る 。
　
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 の 中 央 孔 か ら 先 端 面 が 突 出 し て 嵌 入 す る 保 持 部 と 、 デ ィ ス ク
状 記 録 媒 体 の 側 面 を 覆 う 側 壁 部 と を 備 え 、 側 壁 部 に お け る デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 と の 対 向 面
の 裏 側 の 外 面 中 央 部 及 び 保 持 部 の 先 端 面 を 強 磁 性 体 物 品 に 磁 気 吸 着 力 に よ り 取 り 付 け る デ
ィ ス ク 状 記 録 媒 体 保 持 具 、 磁 気 吸 着 力

構 成 と し て も よ く 、 こ の 場 合 は 蓋 部 材 を 省 略 す
る こ と が で き る 利 点 が 生 じ る 。
　
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 弾 性 舌 片 は 、

形 成 す る と よ い
。
　
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 弾 性 舌 片 は 蓋 部 材 の 周 囲 か ら 窪 ま せ て 設 け ら れ た 舌 片 収 納 部
内 に 位 置 す る よ う に 、 側 壁 部 材 か ら 突 出 さ せ て 形 成 す る こ と も で き る 。
　
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 弾 性 舌 片 は 側 壁 部 材 の 保 持 部
周 囲 か ら 窪 ま せ て 設 け ら れ た 舌 片 収 納 部 内 へ 、 そ の 上 部 に 形 成 さ れ た 舌 片 貫 通 用 穴 を 貫 通
し て 位 置 す る よ う に 、

蓋 部 材 の 下 面 か ら 突 出 さ せ て 形 成 す る こ と も で き る 。
　
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ９
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よ り 側 壁 部 材 磁 石 部 材 収 納 部 を 形 成 す べ く
蓋 部 材 取 り 付 け 壁

で あ っ て を 生 じ せ し め る 磁 石 部 材 を 、 そ の 表 面 を 覆
う こ と な く 側 壁 部 材 に 接 着 に て 取 り 付 け る

保 持 部 を 形 成 す る 蓋 部 材 に お け る 周 囲 を 窪 ま せ て 形 成 し た 舌 片 収 納 部
の 下 端 か ら 、 断 面 が 略 Ｌ 字 状 に 空 間 部 分 を 介 在 さ せ て 一 体 的 に 立 ち 上 げ て

、 保 持 部 を 形 成 す る
一 体 的 に

、 中 央 部 を 突 出 さ せ て 一 体 的 に 設 け ら れ た に お け る

側 壁 部 材 の 保 持 部 の 内 面 に 形 成 さ れ る 磁 石 部 材 収 納 部 の 開 放 面 に 取
り 付 け ら れ る 部 材 で あ る と こ ろ の



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ９ （ ａ ） ～ 図 ９ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 例 の デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 保 持 具 ６ １ も
、 側 壁 部 材 ６ ２ 、 磁 石 部 材 ６ ３ 、 蓋 部 材 ６ ４ で 構 成 さ れ る 。
　 蓋 部 材 ６ ４ は 、 外 周 を 立 ち 上 げ て 保 持 部 ６ ７ が 設 け ら れ 、 そ の 外 周 面 に は ３ 箇 所 の 凹 部
で 形 成 さ れ る 舌 片 収 納 部 ６ ７ ｅ ， ６ ７ ｅ ， ６ ７ ｅ が 設 け ら れ て お り 、 そ こ へ 上 部 に 突 部 ６
７ ｄ ， ６ ７ ｄ ， ６ ７ ｄ を 備 え た 弾 性 舌 片 ６ ７ ｃ ， ６ ７ ｃ ， ６ ７ ｃ が 、 空 間 部 分 ６ ７ ｆ ， ６
７ ｆ ， ６ ７ ｆ を 介 し て 先 端 面 ６ ４ ｃ 側 を 開 放 す る よ う に 各 舌 片 収 納 部 ６ ７ ｅ の 下 端 か ら 、
図 ９ （ ｄ ） に 示 す よ う に 若 干 浮 か し た 位 置 か ら 一 体 的 に 立 ち 上 げ る 形
体 で 設 け ら れ て い る 。
　 な お 、 各 弾 性 舌 片 ６ ７ ｃ ， ６ ７ ｃ ， ６ ７ ｃ 間 で 形 成 さ れ る 突 部 ６ ７ ｄ ， ６ ７ ｄ ， ６ ７ ｄ
の 外 径 は デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 の 中 央 孔 よ り 大 き く な っ て お り 、 そ の 根 元 の 径 は デ ィ ス ク 状
記 録 媒 体 の 中 央 孔 と 同 等 か 若 干 小 さ く 形 成 さ れ る 。
　 ま た 、 蓋 部 材 ６ ４ の 各 舌 片 収 納 部 ６ ７ ｅ ， ６ ７ ｅ ， ６ ７ ｅ の 内 面 に は 磁 石 部 材 収 納 部 ６
９ が 形 成 さ れ る 。
　
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 上 述 し た 実 施 例 ６ ～ 実 施 例 ７ に 示 し た 弾 性 舌 片 及 び 指 掛 け 用 切 り 欠
き 部 の 数 や 位 置 及 び 形 状 は 、 こ れ ら の 実 施 例 に 限 ら ず 各 種 に 変 形 し て 実 施 す る こ と が で き
る も の で あ り 、 代 表 的 な 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ ３ （ ａ ） は 本 発 明 の 実 施 例 ９ を 表 わ す 底 面 図 で あ り 、 こ の デ ィ ス ク 状 記 録 媒 体 保 持
具 ９ １ の 弾 性 舌 片 ９ ２ 及 び 指 掛 け 用 切 り 欠 き 部 ９ ３ は 各 々 ３ 箇 所 を 同 一 角 度 方 向 と し 、 円
周 上 均 等 に 設 け た も の で あ る 。
　 以 下 、 図 １ ３ （ ｂ ） ～ 図 １ ３ は 他 の 変 形 を 、 実 施 例 ９ の 変 形 例 と し て 示 し た も の
で あ り 、 図 １ ３ （ ｂ ） に 示 す 変 形 例 １ で は 、 実 施 例 ９ に お け る 指 掛 け 用 切 り 欠 き 部 の 形 状
を 直 線 状 の ９ ３ ｂ に 形 成 し て い る 。
　 ま た 、 図 １ ３ （ ｃ ） に 示 す 変 形 例 ２ で は 、 弾 性 舌 片 ９ ２ ｃ を ４ 箇 所 と し 指 掛 け 用 切 り 欠
き 部 ９ ３ ｃ を ２ 箇 所 設 け て い る 。
　 ま た 、 図 １ ３ （ ｄ ） に 示 す 変 形 例 ３ で は 、 弾 性 舌 片 ９ ２ ｄ を ２ 箇 所 と し 指 掛 け 用 切 り 欠
き 部 ９ ３ ｄ を ２ 箇 所 設 け て い る 。
　 ま た 、 図 １ ３ （ ｅ ） に 示 す 変 形 例 ４ で は 、 弾 性 舌 片 ９ ２ ｅ 及 び 指 掛 け 用 切 り 欠 き 部 ９ ３
ｅ を 各 々 １ 箇 と し て い る 。

(4) JP 2006-114118 A5 2007.1.25

、 断 面 が 略 Ｌ 字 状 で

（ ｅ ）
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